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識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学び
に向かう力、人間性等」の三つの柱で再整理された。 
 この「生きる力」を引き出す現行の学習指導要領
の教育目標、ならびに今回新たに加えられた三つの
柱（「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、
「学びに向かう力、人間性等」）、そして児童・生徒
が楽しいと感じる観点を加味した授業デザインを図
２に示す。この授業デザインにより、身近な教材を
用いた主体的な探究活動を含む理科授業が継続して
おこなわれることになり、児童・生徒の「わくわく
感」（大髙，2018）を引き出し、継続性のある学習活
動へ児童・生徒をいざなうことができるようになる。 
 
 
３．まとめ 
 
 日本の児童（小４）・生徒（中２）は、理科の勉強
に対して「楽しい」と感じる気持ちが、国際比較の
中で上位に位置する内容領域・認知的領域別の平均
得点とはうらはらに、急激に減退する傾向がみられ
る。その理由として、教師側の観点に立った授業計
画・実施・評価の中に、児童・生徒側の観点が取り
入れられていないことが多いことがあげられる。ま
た理科を担当する日本の教師の多くは、理科の内容
を教えるための準備がとてもよくできているとは考
えていない。こうした問題を解決し、現行の学習指
導要領における理科の教育目標に近づくためには、
「主体的・対話的で深い学び」及びアクティブ・ラ
ーニングの視点に立った授業改善のほか、児童・生
徒の観点である「夢中になる」「未知との出会いがあ
る」を組み込んだ授業デザインが必要である。それ
を実現するため、従来の発想にとらわれない広く柔
軟な視点での授業方法、学習教材に関しての探索・
開発を行っていく必要がある。 
 
 
４．課題 
 
 日本の教師が理科の授業をおこなう際に、十分な
準備をし、児童・生徒の「わくわく感」を引き出す
授業をおこなうことが必要である。それゆえ今後は
教育現場において、児童・生徒が楽しいと思える授
業の準備がおこなわれているのか、詳細な検証が必
要である。 
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